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1 初出：『改造』1930 年 11 月。以下、文中の引用はすべて林芙美子紀行集『下駄で歩いた巴里』
 （編者：立松平和　岩波書店発行　2003 年 6 月 13 日刊）に拠る。






























3 1． 1930 年（昭和 5 年）8 月 20 日～ 9 月 25 日。『放浪記』の印税でハルビン、長春、奉天、撫順、金州、三十里堡、
  大連、青島、上海、杭州、南京、蘇州等を旅行した。
 2． 1931 年（昭和 6 年）11 月～昭和 7 年 6 月。朝鮮、満州、シベリヤ経由で渡欧、主としてパリに滞在。
 3． 1932 年（昭和 7 年）７月。ヨーロッパからの帰途、上海に寄り魯迅と会う。
 4． 1936 年（昭和 11 年）10 月。自費で満州、山海関、北平へ、スケッチ旅行中の夫手塚緑敏と北平で交流。
 5． 1937 年（昭和 12 年）12 月～昭和 13 年 1 月。南京視察旅行。南京陥落に際し、「東京日日新聞」（現「毎日新聞」）
  の特派員として上海、南京へ。
 6． 1938 年（昭和 13 年）9 月～ 12 月。「漢口一番乗り」。内閣情報部「ペン部隊」の一員として上海、漢口へ。
 7． 1940 年（昭和 15 年）1 月 5 日～ 2 月 3 日。創作取材のため北満旅行。安東、長春、牡丹江、佳木斯、宝清、綏 
  芬河などを回る。宝清で協和会主催の座談会に参加、陸軍病院で慰問講演等を行い、佳木斯の開拓団も参観した。
 8． 1941 年（昭和 16 年）9 月。満州国建国 10 周年に際し、大仏次郎、佐多稲子、横山隆一と一緒に、銃後文芸奉 
  公隊の一員として朝日新聞社の飛行機を乗って、満州へ慰問講演旅行。
4 西原大輔『谷崎潤一郎とオリエンタリズム』中央公論新社、2003 年、21 頁。
5 注 4 に同じ。
6 注 4 西原、21 頁。







きた。魯迅 (1902 年 ) はじめ、周恩来 (1906 年 )、周作人 (1906 年 )、郭沫若 (1914 年 )、田


























日新聞社としても予想以上の大反響であった。1926 年までに、この視察旅行に約 250 組、
9000 人が参加し、訪満している注10
また、1924 年 4 月に創刊された『旅』からも当時の状況が伺える。『旅』は、1924 年から
2012 年まで発行されていた日本の代表的旅行専門誌（創刊時の出版社は日本旅行文化協会）
8 劉玲芳『「支那服」の流行；1920 年代の新聞記事から』日本語・日本文化研究、2016 年、103―114 頁。
9 注 6 に同じ。192 頁。





の開発」「車窓から鮮満見物」などの記事が並び、全 92 ページのうち 65 ページが「鮮満」に
関する 16 件の記事でしめられている。注11 さらに、その目次には満州のハルピンから朝鮮半島
にかけての都市の交通網を示す地図が続く。
鮮満旅行記の出版は 1925 年から 1940 年頃に大きく集中しており、それ以前の時期につい
ては散発的に小さなピークがあるに過ぎない。張作霖爆殺事件 (1928 年 ) から「満州国」建
国 (1932 年 ) を挟み、満州への日本の関心と関与が大きく高まった 1925 年から 1940 年まで
の 15 年間が、鮮満ツーリズムの最盛期であったといえる。









歴史的にみれば、多くの日本人が中国への関心を持ち、足を踏み込んだのは日清 ( 甲午 ) 戦






谷崎潤一郎が初めて中国大陸を訪れたのは 1918( 大正 7) 年のことである。帰国後、『秦淮
の夜』(1919 年 )、『蘇州紀行』(1919 年 )、「蘆山日記」(1919 年 )、「天鵞絨の夢」(1919 年 )、「美
食倶楽部」(1919 年 ) などを発表した。谷崎は、この旅の途上、奉天の木下杢太郎の家に十日
ほど滞在している。木下杢太郎は、かつてスバル系の詩人と『方寸』の画家たちが興した「パ
ンの会」の一員である。
翌 1919( 大正 8) 年には、佐藤春夫が台湾や福建省を旅行した。また、芥川龍之介は、
1921 ( 大正 10) 年に大阪毎日新聞社の海外特派員として上海に渡った。芥川は、約５ケ月に
わたって上海、南京、九江、漢口、長沙、洛陽、北京、大同、天津などを回り、「支那游記」「上
海游記」「北京日記抄」などの旅行記を発表した。金子光晴もまた、1926( 大正 15) 年に谷崎
11 森正人『昭和旅行誌―雑誌『旅』を読む―』中央公論新社、2010 年、74 頁。
12 米家 , 泰作「近代日本における植民地旅行記の基礎的研究：鮮満旅行」『京都大学文学部研究紀要』、2014 年、324 頁。
13 同上。






















また、林芙美子の周辺では、18 歳の平林たい子が 1923（大正 12）年にアナーキストの山
本虎三を追って朝鮮、満州、大連を放浪している。後に芙美子とたい子は、下積み時代の盟友



























































































24 久保卓哉「林芙美子哈爾賓・奉天・上海・杭州への旅―昭和 5 年初めての満州・南支　行―」『世界の中の林芙美子』

































とはいっても「白系露人の避難民の街といった感じが強いところ」(48 頁 ) であった。1930
年代の『哈爾濱特別市市政報告書』注28 によれば、当時のハルピンの人口は 34 万 3469 人、そ



























1931 年 7 月、東京帝国大学 ( 東京大学 ) の学生たちに行なった意識調査では、「満蒙 ( 南満州




















た。支那政府に雇われた露西亜人の巡査が、梨を噛りながら歩いています (44 頁 )
























先述の米家泰作 注30 は、当時の植民地ツーリズムの主体を以下の 8 つの類型に分けている。
すなわち①実業家の旅、②教員の旅、③修学旅行など学生が主体の旅、④慰霊や布教など宗教
家の旅、⑤役人や政治家の旅、⑥参加募集型の団体旅行 ( ツアー )、⑦作家や芸術家の旅、⑧








































1928 年 5 月 5 日から 6 月 17 日まで与謝野晶子は夫寛とともに、南満州鉄道株式会社 ( 以下、






















三円也の部屋。ベッドは少々背が高すぎます。( 中略 ) このホテルの階下はキャバレーで夜
明けまで唄声がきこえています。ここでは二、三十銭も出せば、キタスカヤあたりで、素晴
らしいアベード ( 昼食 ) が食べられます。辻々には可愛らしい小店があって、酒も煙草も売

















34 香山信子「与謝野晶子の「満蒙遊記」」『近代日本と「偽満州国」』不二出版、1997 年、283 頁。
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声をあげて、落ちついて耳をかたむけています (43 頁 )























































1. 有山輝雄『海外観光旅行の誕生』吉川弘川館 ,2002 年。
2. 久保卓哉「林芙美子哈爾賓・奉天・上海・杭州への旅―昭和 5 年初めての満州・南支行―」
 『世界の中の林芙美子』芸図書館刊行，2013 年。
3. 川本三郎『大正幻影』岩波現代文庫 ,2008 年。
4. 加藤陽子『それでも、日本人は「戦争」を選んだ』新潮社 ,2016 年。
5. 香山信子「与謝野晶子の「満蒙遊記」」『近代日本と「偽満州国」』
 不二出版 ,1997 年。
6. 徳富蘇峰『支那漫遊記』民友社 ,1917 年。
7. 夏目漱石「満韓ところどころ」(1909 年 10 月 ‐ 12 月 ,『朝日新聞』／『四篇』収録 )
8. 西原大輔『谷崎潤一郎とオリエンタリズム』中央公論新社 ,2003 年。
9. 林芙美子「哈爾濱散歩」『下駄で歩いた巴里』初出：『改造』1930 年 11 月，岩波書店発 
 行 ,2003 年 6 月 13 日。
10. 林芙美子『放浪記』新潮社 ,1965 年。
11. 林芙美子『林芙美子全集　第五巻』あとがき，文泉堂，1977 年。
12. 森正人『昭和旅行誌―雑誌『旅』を読む―』中央公論新社 ,2010 年。
13. 与謝野寛・晶子『満蒙遊記』大阪屋号書店刊 ,1930 年。
14. 米家 , 泰作「近代日本における植民地旅行記の基礎的研究：鮮満旅行」『京都大学文学部
 研究紀要』,2014 年。
15. 劉玲芳『「支那服」の流行；1920 年代の新聞記事から』日本語・日本文化研究 ,2016 年。
付記：
「支那」という言葉に関して、当時中国またはその一部の地域に対して用いられる地理的呼称。
本論文においては、当時の通りに使用し、他の政治的な意味は一切含まれていない。
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